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説明会の名称 本庄東中学校区３小学校の統合準備に係る説明会 

開  催  日 

時 
令和７年８月２日（土） 午後  １時３０分から 

午後  ２時４０分まで 

開  催  場 

所 
本庄市役所 大会議室 

出 席 者 

教育委員会事務局 笠原事務局長 
武政参事 

学校教育課 西田課長 
市川課長補佐 山田課長補佐 
松島主査 

資産マネジメント推進課 小暮課長 
鈴木課長補佐 

 欠 席 者  

議  題 

（次  第） 

１ 開会 
２ あいさつ 
３ 説明 
  本庄東中学校区３小学校の統合準備に係る説明 
４ 質疑応答 
５ 閉会 

配 付 資 料 
・次第 
・本庄東中学校区３小学校の統合準備に係る説明会資料 
・アンケート用紙 

その他特記事項 仁手小学校区 

主 管 課 学校教育課 
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会   議   録 

会 議 の 経 過 

発 言 者 発言内容・決定事項等 

西田課長 

 

本日は、本庄東中学校区３小学校の統合準備に係る説明会にご出席いただ

きまして誠にありがとうございます。私は本日の司会進行を務めます、本庄

市教育委員会学校教育課の西田と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。                                 

 ここで事前に皆さまにお願いがございます。会議の進行上、携帯電話、ス

マートフォン等をお持ちの方はマナーモードにしていただくか、電源をお切

りいただきますようお願いいたします。 
 なお、本日の説明会は開催記録を作成いたします関係上、会場全体の開催

風景の撮影および質疑応答等の録音をさせていただきます。事前にご了承く

ださい。 
 また、皆さまにおかれましては、録画や写真撮影はお控えくださいますよ

うお願いいたします。 
 本日の説明会の終了時刻でございますが、１１時を予定しております。限

られた時間となりますがご理解いただきますようお願いいたします。 
 それでは次第に従いまして進めさせていただきます。 
初めに、本日の説明会に当たりまして、本庄市教育委員会事務局長の笠原よ

りご挨拶を申し上げます。 

笠原事務局長 教育委員会事務局の笠原と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 
先ほど調べましたら今日は気温が３８度を超えているということで大変お

暑いところまたご多用のところ、本庄東中学校区３小学校の統合準備に係る

説明会にご出席をいただきまして誠にありがとうございます。 
 皆さまも既にご承知のことと思いますが、テレビ・新聞などの報道では、

全国的に少子化が進行する中、本庄市においても年々児童生徒数は減少して

おります。児童生徒数のピークは昭和５８年でしたが、その後５８年度と比

べると児童生徒数は半分以下になっております。 
 教育委員会では将来にわたり子供たちの健やかな学習の機会を提供する

ために、教育環境の整備についてこれまで保護者の皆さま、学校関係者や地

域の皆さまにアンケート、それから説明会などを開催して多くの意見を伺っ
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たところでございます。その意見に基づきまして、小中学校の適正規模適正

配置の考え方、計画をまとめてまいりました。本日の説明会では、その計画

に基づきまして、今後の学校統合の予定や準備の状況などについて、現時点

での状況を説明させていただくものでございます。 
 今後も広く情報発信を行い、丁寧に進めてまいりますので、ご理解とご協

力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。それではこれから担当職員

より説明をいたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

西田課長 続きまして事務局職員の紹介をさせていただきます。 

 （事務局職員 自己紹介） 

西田課長 ここで、本日配付いたしました資料の確認をさせていただきます。 
１点目に次第となります。２点目は本庄東中学校区３小学校の統合準備に係

る説明会資料になります。３点目は本庄東中学校区３小学校の統合準備に係

る説明会アンケート用紙、以上の３点でございます。 
 こちらアンケート用紙についてはご記入の上、説明会終了後に入口付近の

回収ボックスに投函をお願いいたします。 
 それでは次第の３、説明に移らせていただきます。説明事項、本庄東中学

校区３小学校の統合準備に係る説明会資料について担当より説明いたしま

す。 

山田課長補佐 （担当 資料説明） 

西田課長 次第の４、質疑応答に移らせていただきます。事務局がマイクをお持ちい

たします。ご質問やご意見のある方は挙手の上、発言をお願いいたします。 

参加者１ 前回のときと違って良い資料をつけていただいたというか、かなりまとま

った資料でわかりやすくまとめていただきありがとうございます。 
 以前、藤田小学校の移住してきた方が、学校がなくなると街の衰退が早い

とおっしゃっていたと思います。それを聞いて私も街の衰退が心配に思って

いて、仁手小学校には緑のボランティアの高齢の皆さまが多くて、それを生

きがいに、楽しんで教えてくださっています。それを大きい学校に持ってい

くのは難しいと教育委員会でも考えていると思うので、そこのフォローとい

うか、楽しく児童との交流をできるような仕組みで町のコミュニティを支え

ていただけないかというのがまず１点です。 
 それから、学校がなくなり仁手区域の子が本庄東小にバスで通学になるこ

とで、地域との関わりがなくなってくると思います。仁手地区には獅子舞の

指定文化財がありまして、かなり衰退してしまいましたが、今回復活したの
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で、そういうものを守っていくために、本庄市として何をしたら良いかを一

緒に考えていただけるとすごくありがたいと思います。これまで地域を見捨

てるのかと相当言われてきたと思いますが、一緒に考えて提示していただけ

たり、こちらの意見に返してくれたりするだけで、学校統合しちゃっても大

丈夫だったねって感じると思います。今考えていることだけでいいので、そ

ういった衰退対策があれば聞かせてください。 

武政参事 

 

昨年の説明会でも学校がなくなることによる地域に対する影響を心配さ

れる声が多く、お答えさせていただいてきました。教育委員会でできること

は限られますので、貴重なご意見として今後の参考とさせていただきます。 
 教育委員会としましては、学校がなくなることで通学区域が広がり、学校

と地域の関係が希薄化してしまうことが想定されますが、その一方で学校が

関わる地域が広がることを踏まえ、今までの教育活動を新しい学校でも良い

ところは生かして進めていきたいと考えております。 
 また、新たな学校の教育活動に統合前の各学校の教育活動を活用し、統合

前の各学校の伝統を保存展示や継承することを考えております。現時点では

なかなか難しいところもありますが、教育委員会ができることを、皆さまの

ご意見を伺いながらやっていきたいと考えております。 

参加者１ 教育委員会と市の他の部署と協力することは可能ですか。 

武政参事 当然可能です。本日も他部署と一緒に伺っているように、関係部署で連携

して検討していくことになります。 
 いただいたご意見はそういったことを踏まえて持ち帰らせていただきま

す。 

参加者２ 説明ありがとうございます。質問とお願いがあります。 
 一つ目で２６ページの統合前の学校選択に関してですが、指定校変更手続

に関して詳しく教えていただきたいと思います。 
 もう１つ、２７ページの学校統合後の体操着について、将来的に３小学校

の体操着を統一する方針ということで、令和９年度末を目安にお知らせとあ

りますが、令和９年に入学する方や今もそうですが、結局買い替えになって

しまうと思いまして、少しでも早く進めていただけるとありがたいです。 

西田課長 指定校変更については、例えば引っ越した場合に、その年度内であれば前

の学校にそのまま通うことができ、仕事で帰宅時間が遅い家庭などでは、朝

は保護者の方が送迎し、帰りは児童が例えばおじいちゃんおばあちゃんの家

に帰ることができるという場合であれば、住所と違う、預け先のある地区の
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学校に指定校を変えることができるというような制度になります。 

武政参事 体操着の関係ですが、先進事例では３小学校の体操着をそれぞれ使えるよ

うにするとか体操着自体を自由にしている自治体もあります。そういう事例

を参考に、なるべく保護者の皆さまの負担が少ないような形で今後検討して

いきたいと考えております。 

西田課長 ご質問が他にない状況ですので、説明の中でありました本庄市で今年度よ

り始めている小中一貫教育の状況について簡単に説明させていただきます。 

市川課長補佐 資料の２２ページになります。本年度より全ての公立小中学校で小中一貫

教育を進めていることについて説明させていただきます。 
これまでも小学校と中学校は連携する形で子供たちの様子を小中で共有し、

先生方が授業を見たりしてきましたが、さらに一歩進めて小中一貫教育とい

う形で、より小学校と中学校の子供の連携と教師の連携を深めていこうとい

う取組です。それによって、学習面でのつまずきによる学力の低下や不登校

の解消を目指す形になります。 
 小中学校はこれまで連携してきましたが、小学校は小学校、中学校は中学

校の意識が強く、９年間を見通して子供たちを育てていく意識が薄い面もあ

りました。今後は９年間で自分の中学校区の子どもたちを育てていく認識を

深めて教育を進めています。 
 昨年度に検討し、大きく３つの方針を掲げています。今年度は方針のとお

り目指す１５歳像を決定し、それを実現するための教職員の授業交流を行っ

ています。小学校の先生が中学校で授業を行い、中学校の先生が専門性を活

かして小学校で例えば数学、算数の授業をするなど、既に始めています。 
また、地域の特色を生かした教育課程では、総合的な学習の時間で小学校３

年から中学３年まである学習の中で本庄市の偉人である塙保己一を通じて

自分の生き方を学んでいく学習を進めています。 
 簡単な説明となりますが、先生方の目線を合わせて、小中学校９年間で子

供たちを育てていくという認識を深めていきながら、より良い教育を進めて

いくために始めたものでございます。 

西田課長 以上をもちまして、質疑応答の方終了させていただきたいと思います。 

多くの貴重なご意見ご質問ありがとうございました。 
 ご意見はアンケート用紙の方にも記入できる欄を設けておりますので、何

かお気づきの点やご感想ご意見等はそちらに記入いただいても結構ですの

でどうぞよろしくお願いいたします。 
 また本庄市のホームページでは二次元コードから随時意見の方を募集し
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ております。いただいたご意見については、今後の参考とさせていただいて

おりますのでそちらもぜひご利用ください。 
 次第の方に移らせていただきます。 
閉会になりますが教育委員会事務局参事の武政より、申し上げます。 

武政参事 本日はお忙しい中ご出席いただきまして誠にありがとうございました。い

ただきましたご意見等は、本庄東中学校区の３小学校の統合に向けた参考と

させていただき、更なる検討を進めて参りたいと存じます。 
 本庄市の未来を担う子どもたちの目線に立ち、皆さまと共に、慎重に進め

て参りますので今後ともご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、閉

会の挨拶をさせていただきます。 
 本日は誠にありがとうございました。 


